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	製品名: ガンマチューブリンマウスモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	TUBG1 チューブリンは微小管の主成分です。γチューブリンは、紡錘体極や中心体などの微小管形成中心（MTOC）に存在します。α/βチューブリンのマイナス端核形成、中心体複製、そして紡錘体形成を制御する中心体周囲マトリックスの構成要素です。GCP2およびGCP3と相互作用します。B9D2と相互作用します。CDK5RAP2と相互作用します。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	ガンマチューブリン抗体を用いたJurkat, C6ライセート中のガンマチューブリンのウェスタンブロット分析
	

	ガンマ チューブリン抗体を使用した、Hela、A549、HL-60、U2OS、C6 溶解物中のガンマ チューブリンのウエスタン ブロット分析。
	

	ガンマチューブリン抗体を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。
	

	ガンマチューブリン抗体を使用したパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

